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４月に県知事が変わり、山下真新知事は「県立工科大学はつくらない」と決めたと６月１２日に公表
しました。すでに用地は県に売却されているので、その用地の利用をどうするか、今後、県と三宅町で
協議するのだそうです。

１．県立大学設置は「ハコモノ」事業ではありません。
　私たちは、学び舎（県立大学）設置にまさる案がある
とは思えません。
　大学は人を育てるところです。単なる「ハコモノ」事
業ではなく、くり返し学生が入学し学び卒業し、社会を
支える人材を生み出し続けます。三宅町がそういう役
割を果たせるのなら、ありがたいことです。三宅町とし
ての誇りうる存在意義を持ちづけることができます。
　これまで県が示してきた県立工科大学の構想では、
①少人数で創造性を育む新しい教育をめざし
②隣接する県立高等技術専門学校とセットで、広く学
びなおしの場を提供する
③スタートアップ企業など新たな県内産業の育成拠点
を産む
とされてきました。奈良市などの県内都市部ではなく、
あえて磯城郡三宅町に立地を定めたのは、奈良県の中

南和地域の活性化をめざしているからです。
　とりわけ「学び直し」の場は大切です。欧州などに比
べて日本の産業構造の革新が進まない理由のひとつ
が「学び直しの場がない」ことであると政府も認めてい
ます。隣接する県立高等技術専門学校と一体で取り組
めば、全国的にも注目される取り組みも可能でしょう。

　山下知事は、県立工科大学設置を中止する理由を、
①奈良県に工学部はもういらない、②都市部でない三
宅町では学生を集められない、③現存する奈良県立大
学でも奈良県出身学生は１割しかいないと述べておら
れます。
　そうでしょうか？
　例えば大学は、義務教育とは違い地元学生だけを対
象としたものではありません。
　東京都立大学の２０１９年３月卒業予定者数１，４
８５人中、東京都出身者は４７８人、３２％です。これ
は「東京都民の税金をむだ遣いしている」ことになるの

でしょうか？
　大阪市立大学は、２０１８年度の入学者１，４４７
人のうち近畿圏が１，２５４人と地方大学の色合いが
濃いですが、それでも大阪府出身者は６４６人、４４．
６％です。第２位は奈良県で１０７人、７．６％です。

２．山下知事の「大学不要論」は正しいか？



３．知事が決めたらそれは「絶対」なのでしょうか？

　６月１２日の山下知事の「大学設置中止決定」の公
表により、三宅町民の中からも諦めの声が聞こえてき
ます。しかし今はまだ「山下知事はそう決めた」だけで
す。予算の執行停止は議会の承認が無くてもできます
が、山下知事が自分の政策を実現するためにはそれを
予算化し県議会が承認することが不可欠です。知事も
いつまでも「言いたい放題」で押し通せるわけではあり
ません。本番はこれからです。
　「選挙で選ばれた」と言いますが、山下知事は県知事
選挙で「高校教育無償化のためにハコモノ事業は見直

す」とは言われましたが、三宅町民は「県立大学設置を
中止する」とは一言も聞いていません。すべての政策
について全権委任したつもりはありません。

４．石見駅前の県有地は三宅町の最後の一等地
　山下知事は「三宅町民に直接説明することもやぶさ
かではない」と言っています。ぜひとも知事の考えを直
接聞きたいものです。「取得済みの用地の利用につい
ては県と三宅町で協議していく」とのことです。県立大
学設置を上回る構想があるのならぜひ聞かせてほし
い。町長や議会は安易な妥協をせずきちんと協議して
ください。私たちも、三宅町の未来をどうしたら良いの
か、考えていきます。
　石見駅前の県に売却された土地は、三宅町にとって
は駅前の最後の一等地です。今後、百年先の三宅町の
誇りうる未来像に役立つように活用してほしい。やり直
しはできません。私たちは県立大学設置をあきらめた

くありません。子や孫たちに「三宅町は人材を育て、全
国に、世界に送り出しているんだよ」と胸を張って言い
たい。
　三宅町の町づくり「百年の計」に耐えうる論議をし
て、良い方向を三宅町民みんなで作り出していきましょ
う。


